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研究成果の概要：在宅医療と介護の中心的役割を担う訪問看護師の精神的健康をサポートする

ために，アサーショントレーニング講習会（より良い対人関係を構築するための自己表現方法

を学ぶ講習会）を実施し，その効果を質問紙調査によって明らかにした．その結果，講習会参

加者は参加後に職場の上司からのサポート（精神的な支援）認知が高まり，6 か月後の職務満

足度は向上した．また対照群と比較した結果では，講習会参加者の講習会後の社会的スキルが，

対照群よりも高いことが明らかとなった． 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 在院日数の短縮化により医療や介護を必
要とする在宅療養者が増加した． 

(2) 介護保険制度施行以降，医療と介護の両
視点を持つ訪問看護師に期待される役割は
拡大する一方，訪問看護ステーションの経営
難や訪問看護師不足が表面化した． 

(3) 零細事業所の多い訪問看護ステーション
それぞれが独自に看護スタッフのストレス
マネジメントを行うのは困難な状況であっ
た． 

(4) そこで訪問看護師を対象としたストレス
マネジメントを県や地域単位で実施し，その
効果を明らかにする必要があると考えた． 

(5) ストレスマネジメントの方法としてアサ
ーショントレーニング（以下 AT）を用いた
のは，訪問看護師は職場内スタッフや職場外
の多職種（医師等），訪問看護利用者やその
家族といった多くの人々との関係において
職務を遂行しているという特徴がある．それ
らの対人関係は一方ではストレッサーとも
なり，バーンアウトにも至ることが多くの先
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行研究によって明かにされている．従って多
くの人と関わる訪問看護師が，対人関係をよ
り円滑にすることを目的とした講習会に参
加することによって，ストレッサーを低減す
ることができると考えた． 

 

２．研究の目的 

 訪問看護師を対象としたストレスマネジ
メントとして，アサーショントレーニング
（AT）を用いた介入を行い，その効果を検証
することを目的とした． 

 

３．研究の方法 

(1) A 県内の訪問看護師等を対象として比較
対照試験（無作為化なしの準実験研究）を行
った． 
(2) AT講習会に参加する AT 群と，ATへ参加
しない対照群を研究参加者として募集した． 
(3) AT講習会は，日本精神技術研究所で実施
されている方法で，日本精神技術研究所認定
の AT トレーナー（臨床心理士）を講師とし
て招待し，実施した． 
(4) ATの効果評価には質問紙調査を用い，デ
ータ収集と分析を行った． 
(5)質問紙調査の内容は，対人葛藤尺度
（NIOSH職業性ストレス調査票より），社会的
スキル尺度（KiSS-18），上司サポート尺度，
同僚サポート尺度，職務満足度尺度（独自に
作成），基本属性等であった． 
(6) 2007 年度の介入計画を下表に示す． 

 AT 群 対照群 

2007年 4月 質問紙調査① 質問紙調査① 

2007年 8月 AT 参加 2 日間 AT 参加なし 

2007年 9月 質問紙調査② 質問紙調査② 

2008年 2月 質問紙調査③ 質問紙調査③ 

＊2006年度は 2007 年度介入に向けての準備
を行った（倫理審査委員会の承認，訪問看護
ステーション連絡協議会への研究協力依頼，
対象者の募集，講師との打ち合わせ等） 
(7)倫理的配慮 
 大学内医学部倫理審査委員会に研究計画
書を提出し，承認を得た．A 県訪問看護ステ
ーション連絡協議会の会長，役員会において
研究の趣旨・方法等を説明し，本研究の承認
と協力を得た．また役員会を通して各ステー
ション管理者の承諾を得た．AT参加者の募集
は各ステーション管理者を通して行い，AT参
加者には承諾書に署名してもらった．対照群
の募集についても各ステーション管理者を
通して行い，質問紙調査の返信をもって研究
協力への意思を確認した． 
 
４．研究成果 
(1) 質問紙調査①の分析結果について 
 質問紙調査①について 105の有効回答が得
られ，管理者を除く 82 名のデータを分析し
た．その結果，非常勤で職場内対人葛藤認知

が低いスタッフほど，職務満足が高いことが
明らかとなった（表 1）．対人葛藤と職務満足
との間に負の相関関係があることが再確認
された（表 2）． 
 
表 1. 職務満足の関連要因（重回帰分析） 
独立変数  標準偏回帰係数β  p値 
対人葛藤     -0.506        0.000 
非常勤・常勤      -0.241        0.010 
上司サポート       0.173        0.072 
決定係数 R2 乗＝0.381 
調整済み R2 乗＝0.356 
注）従属変数は職務満足度 
 
表 2. 職務満足と他尺度との相関 

(Spearman の順位相関係数) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 介入前後の 2時点比較の結果について 
 AT 群 12 名の質問紙調査①と②のデータを
用い，ATが参加者に及ぼした影響を検討する
ために，ウィルコクスンの符号付順位検定を
行った．職場内対人葛藤認知に変化はみられ
なかったが，上司サポート認知は AT 前より
AT 後に有意に上昇していた．AT が参加者の
上司サポート認知の向上に影響した可能性
が示唆された（図 1）． 
 
図 1.  AT前後の各尺度得点の変化 
① 上司サポート:介入後に向上した． 
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② 同僚サポート:有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
③ 社会的スキル:有意差なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
④ アサーション:有意差なし 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

⑤ 対人葛藤:有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(3)介入前後の 3時点比較の結果について 
 AT 群 12 名の質問紙調査①②③のデータを
用い，ATが参加者に及ぼした影響を検討する
ために，反復測定を行った．その結果職務満
足度に有意な変化がみられ，AT前を基準とし
て 6か月後の職務満足度得点が有意に上昇し
ていた．ATが長期的効果をもたらしたことも
考えらえるが，AT以外の影響を考慮する必要
がある．AT の職務満足への影響については，
今後検証を重ねる必要がある（図２）． 
 
 
図２．AT前後と６か月後の各尺度得点の変化 
 
① 上司サポート:有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
② 同僚サポート：有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
③ 社会的スキル：有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 

 

④ アサーション：有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⑤ 対人葛藤：有意差なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⑥ 職務満足度：６か月後の得点が上昇した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(4) AT群（介入群）と対照群の比較 

AT 群と対照群に実施した質問紙調査①～
③のデータを使用して，2 群間の各尺度にお
ける平均値の比較（Mann-Whitney の U検定）
を行った．分析対象は 3回の質問紙調査全て
に回答の得られた常勤の訪問看護師とした．
介入群は 12 名,対象群は 40 名であった．看
護師経験年数は対照群よりも介入群の方が
有意に長く，訪問件数は介入群よりも対照群
の方が有意に多かった． 

平均値の比較の結果を表 3に示す．介入前
では介入群よりも対照群の上司サポート得
点が有意に高かった．介入後では対照群より
も介入群の社会的スキル得点が有意に高か
った．６か月後では対照群よりも介入群の社
会的スキル得点が有意に高く，アサーション

得点は高い傾向（p=0.053）がみられた． 
 
表 3. 対象者の基本的背景と平均値の比較 

  

介入群 対照群 

p n=12 n=40 

平均 SD 平均 SD 

基
本
的
背
景 

年齢 48.5  8.9  43.7  8.1    

看護師経験年数 25.5  7.8  19.9  8.5  * 

訪問看護師経験年

数 
6.0  4.3  6.1  6.4  

 

訪問件数(1日） 3.1  1.4  4.3  1.3  * 

休日数（1 ヵ月） 8.4  1.2  8.4  0.9  
 

職場の看護師数 4.3  1.4  4.7  1.7    

介
入
前 

上司サポート 20.5  7.7  25.7  5.1  * 

同僚サポート 26.5  4.9  26.1  5.1  
 

社会的スキル 62.9  6.9  57.9  9.7  
 

アサーション 71.3  9.0  67.2  12.6  
 

対人葛藤 16.9  5.0  17.1  4.8  
 

職務満足 10.8  2.0  10.6  1.8    

介
入
後 

上司サポート 23.3  7.5  24.8  6.2    

同僚サポート 28.3  4.0  25.0  5.6  
 

社会的スキル 63.9  6.6  57.4  11.2  * 

アサーション 68.3  9.1  65.1  11.4  
 

対人葛藤 17.3  6.2  18.4  5.0  
 

職務満足 10.0  2.1  10.5  2.0    

6

か
月
後 

上司サポート 23.3  7.4  23.7  7.1  
 

同僚サポート 27.3  5.2  25.8  5.9  
 

社会的スキル 65.0  10.0  58.7  10.2  * 

アサーション 73.3  12.2  65.5  12.4  
 

対人葛藤 17.0  6.4  17.8  5.3  
 

職務満足 11.4  2.0  11.0  2.0    

Mann-WhitneyU検定  *: p＜0.05 

 
介入後および６か月後ともに介入群の社

会的スキルが高かったことから，AT参加者は
参加しなかった者と比べて社会的スキルが
向上したことが考えられた．また６か月後で
は対照群よりも介入群のアサーション得点
が高い傾向がみられた．これらの結果より AT
参加者のアサーションや社会的スキルなど
のコミュニケーションスキルに，ATが影響を
及ぼした可能性が考えられた． 

* 



 

 

(5) 2008 年度の介入と結果について 
2009 年 2 月に 1 日（6 時間）の AT を実施

した．参加者は訪問看護師，病棟看護師等 22
名であった．AT 参加によって「自身の考え
方・気持ちに影響した」と回答した者は 77%，
「その後の職業生活・日常生活に役立った」
と回答した者は 64%，「フォローアップが必要
だ」と回答した者は 100%であった．短期間の
AT は参加者にプラスの影響を及ぼすものの，
フォローアップの必要性が考えられた． 
 
(6) まとめと今後の課題 
 訪問看護師の精神的健康をサポートする
ことを目的として AT を用いた介入を行い，
その効果を検証した．その結果 AT を受けた
訪問看護師は，AT後に職場の上司からのサポ
ート認知が向上し，6 か月後の職務満足度が
向上した．また対照群と比較した結果では，
AT を受けた群は対照群よりも AT 後の社会的
スキルやアサーションが高い傾向がみられ
た．これらの結果は AT 以外の影響を考慮す
る必要があるものの，AT が AT 参加者のコミ
ュニケーションスキルや上司サポート認知，
職務満足度に一定の効果を及ぼした可能性
を示唆するものであり，今後更に検証を重ね
ていく必要があると考える．また AT 後のフ
ォローアップの必要性はこれまでも指摘さ
れてきたことであり，フォローアッププログ
ラムを開発するなど，継続的な介入と長期的
効果を明らかにする必要があると考える． 
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